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細胞内の構造も変化に富み, 特に鞍粒の量および種類が多いO これらの頼粒は, 微小でブラウン運動を
行ないながら細胞内を流動する顕粒, およびこれらの微小頼粒の問を縫うようにして活瀞に運動し, 時に
は細胞外- 遊出することもある暗赤色に見える頼粒, 或いは運動は全く行なわずに静止 している黄色に見
える大形の頼粒の 3種類に分類される｡ 最後に挙げた大原粒は細胞内空胞に変化して行 くものであろうと
考えられた｡
最も特徴的な所見は多核細胞が多いことである｡ 対照の細胞と比 して 2核～4核を有する細胞が多い｡
これらの多核細胞は単核細胞に劣らず活蘭に遊走 し続ける｡ また核の無糸直接分裂によって多核細胞が形
成される過程も認められた｡ すなわち, 核は中央部より拘れ, 核小体を有する2個の密接する核に分かれ
る｡ この際大きさの異る核ができることもある｡ しかもこの核分裂は胞体の分裂を伴わず, この結果とし
て多核細胞が形成されるo
このようにして形成された多核細胞が遊走中にその細胞の核を含む一部分を分離 して新 しい細胞を形成
する像も見られたo すなわち多核細胞の一部が, 軍疲裂を生ずるようにして分離され, 別の単核細胞として





なく, 旺盛な活力を有 して分裂, 増殖を行なう細胞であると考えられる｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
著者は鵜胎腔骨を用い, 鶴海の方法にしたがって肥大軟骨細胞の培養を行ない, 位相差ならびに干渉位
相差顕微鏡を用いて, 生態.のまま経時的に観察した｡ また同時に, 同一培養基上に線維芽細胞, 小軟骨細
胞をも培養して対鳳とした｡ この研究によって次の結果を得た｡ 1 ) 肥大軟骨細胞の母組織片からの遊出
は対照に比 して約24時間おくれる｡ この肥大細胞は大型で, 多形性, 種々の形の突起を出して活瀞に運動
する｡ 2 ) 細胞の構造も変化に富み, 特に顕粒の量と種類が多い｡ 微小のブラウン運動を行ないながら流
動する粕粒, これらの微小願粒の問を活澱に運動する暗赤色の頼粒, 静止 した黄色の大形の頼粒などがみ
られた｡ 3 ) 最も特徴的なことは多核細胞が多いことであって, これは単核細胞に劣らず活瀞に遊走 しっ
づける｡ また核の無糸直接分裂によって多核細胞が形成される｡ また多核細胞の一部が分離されて別の単
核細胞となって遊走するものもある｡ これ らの多核細胞は単核細胞に比 して早期に退行変性に陥ること
なく, おうせいな活力をもって分裂, 増殖を続ける｡ この研究は骨研究グル- プの一連の研究の一部をな
すものであって, 肥大軟骨細胞の研究に新知見を加えたものである｡l
以上本研究は学術的に有益であって医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
